
平成 20年度技術士第二次試験問題【衛生工学部門】 

 
必須科目 
 
Ⅱ 次の 2 問題の中から 1 問題を選び解答せよ。(解答問題番号を明記し,答案用紙 3 枚以内にまと

めよ。) 
Ⅱ－１ 次の記述を読み,循環型杜会形成に係る次の(1)～(3)の問いに答えよ。 

我が国の政府は,循環型杜会を形成するうえで,第一次循環基本計画においては,適正な物質循

環を確保するために,物質指標に関する次の 3 項目の目標を表 1 に定めて取り組んできた。 
・資源生産性(＝GDP／天然資源等投入量) 
・循環利用率(:循環利用量/(循環利用量十天然資源等投入量) 
・最終処分量 

 
【問い】 
(1)家庭から排出されるゴミ(一般廃棄物)についていろいろな取組がなされている。これら想定され

る取組と上記物質フロー指標との関連について考えられることを述べよ。 
(2)循環型杜会の形成に向けて,地域の特性を活かした地域循環圏の構築が課題であるといわれて

いる。地域循環圏の構築の必要性について述べよ。 
(3)循環型社会形成に向けて,あなたの専門とする分野で取り組むべき課題と将来の目標を述べよ。 
 
 



Ⅱ一 2 次の記述を読み,あなたの専門分野での技術的視点から,LCA に係る下記の(1)～(3)の問い

に答えよ。 
20世紀が,地球の限界が認識された時代であるとするならば,21世紀は,地球の限界を定量的に

把握し,人間活動と調和させ,かつ整合性を高めつつ持続的発展を目指す時代である。人間活動を

地球の限界との関連において明確かつ詳細に位置づけることは,ライフサイクルアセスメント

(LifeCyc1eAssessment,LCA)を基盤とし,その上に構築される種々のツールにより実現できると

考えられる。すなわち,LCA 及びその礎になっているライフサイクル的思考は,21 世紀における

人類生存の戦略を生み出すための基本的なコンセプトである。 
持続型杜会の構築のためには,市民レベルでのライフスタイルの変更が必要であるとともに,

企業レベル,政府レベルにおける限られた資源の効率的活用が求められる。 
それらを実現するための戦略を描き,意思決定を行う上で,LCA は必要不可欠であり,資源の採

取,製品・サービスの提供と利用,リサイクル・廃棄に至る,人類の活動のあらゆる場面において

LCA が活用されなければならない。さらに,すべての活動の主体に LCA を啓発・普及する必要

があることは言うまでもない。 
 
【問い】 
(1)インベントリー分析とインパクト評価について説明し,LCA の手順を述べよ。 
(2)あなため専門分野で LCA を実施するとした場合に,どのような目的で LCA を実施するか,また

その際に適用範囲をどのように設定するか具体例を示して述べよ。 
(3)あなたの専門分野において,LCAあるいはLCA的考え方を普及させるためには,どのような方策

が考えられるか理由とともに述べよ。 
 

 

選択科目【11-1】大気管理 

 
I 次の 2 問題(I-1,I-2)について解答せよ。 
I-1 次の 5 設間のうち 3 設問を選んで解答せよ。(設問ごとに答案用紙を替えて解答設問番号を明

記し,それぞれ 1 枚以内にまとめよ。) 
I-1-1 ばい煙や汚染物質の広がり(拡散)には下層大気の安定性(鉛直方向)が重要な役割を果た

している。「安定」及び「不安定」という用語を用いて,地上濃度との関係を述べよ。 
I-1-2 一般粉塵発生施設の規制方式の概要を述べよ。 
I-1-3 リスクアセスメントの結果,1 目耐用摂取量が 5ng/体重 kg/day とされた物質がある。こ

の物質の大気環境中で許容できる濃度を計算して求めよ。計算式及び計算結果を解答用

紙に記述せよ。 
ただし,1日あたりの呼吸量を15m3,平均体重を60kg,大気の分担率(配分率)を20%,安全

係数を 10 倍考慮することとせよ。 
I-1-4 大気中での「オキシダント」の発生機構と環境基準に定められている「光化学オキシダ

ント」の定義について,以下の言葉を使用して説明せよ。 
「窒素酸化物」,「炭化水素」,「オゾン」,「アルデヒド」,「全オキシダント」,「二酸



化窒素」 
I-1-5 固定発生源からの窒素酸化物低減のための技術的方策は大きく３分別されて述べられる

ことがある。この技術的方策の全体を３分別して具体的な対策の事例を含めて説明せよ。 
 
I-2 次の 3 設問のうちから 1 設問を選んで解答せよ。(答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,3
枚以内にまとめよ。) 
I-2-1 我が国の浮遊粒子状物質(SPM)の環境基準達成率は90%を超えているが,依然として未達

成である一般大気測定局が約 100 局存在している。この SPM の発生源(発生原因)につい

ては,工場や自動車から人為的に直接大気中に排出されるものだけではない。他にどのよ

うなものがあるか述べよ。さらに,SPMについて現行の環境基準を達成するための課題と,
達成された場合に残される浮遊している粒子状物質に関係する大気環境管理上の今後の

課題をそれぞれ述べよ。 
I-2-2 環境問題に対して,公害問題等の環境改善対策と温暖化対策との相乗的・一体的な対策

(コ・ベネフィット対策)を推進することが期待されている。単なる燃料使用量の削減技術

を除く大気分野に関連したコ・ベネフィット対策について異なる事例を２つ挙げよ。そ

れぞれの事例に対してどのような技術を適用すべきか述べ,その技術が環境改善対策及び

温暖化対策にどのように寄与するかを具体的に説明せよ。 
I-2-3 大気汚染防止法に定める「ばい煙発生施設」からの有害物質の排出規制の際には,酸素濃

度による補正が行われる。実測有害物質濃度を Cs(ppm),実測酸素濃度を Os(%),標準酸素

濃度を On(%)とすると,標準酸素濃度 On での有害物質の換算濃度 C(ppm)は下記の式で

表される(21 は大気中の酸素濃度)。この標準酸素濃度補正式を証明するとともに,この補

正式が導入される意義について硫黄酸化物の規制方式と対比して述べよ。 

 
 
選択科目【11-2】水質管理 

I 次の 2 問題(I-1,I-2)について解答せよ。 
I-1 次の 6 設問のうち 3 設問を選んで解答せよ。ただし,A グループ及び B グループから少なくと

も 1 設問を選ぶこと。(設問ごとに答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,それぞれ 1 枚以内に

まとめよ。) 
A グルーブ 

I-1-1 耐塩素性病原生物であるクリプトスポリジウム等の対策として,紫外線処理が新たに導入

される二ととなったが,その背景,適用条件を記述せよ。また,紫外線処理設備の運転管理で

必要とされる留意事項を記述せよ。 
I-1-2 原水に起因する水道の異臭味被害について,発生の原因となる事項を挙げ,それぞれの原

因に応じた浄水処理過程における異臭味低減方法を記述せよ。 
I-1-3 用排水処理に用いられる膜について,特性の異なる代表的な膜を4種挙げ,そのうち2つを

選んで,除去対象物質及び適用例を示すとともに,運転管理上の留意点を記述せよ。 



B グループ 
I-1-4 ばっ気槽等の生物反応槽における酸素の供給速度及び生物の酸素利用速度を評価する方

法を記述せよ。 
I-1-5 有機性廃棄物からバイオガスを回収するにあたって,発生ガスの組成比を踏まえた注意点

及び脱離液と残渣に関する衛生学的な注意点を記述し,さらに安全性を高めるための方法

を記述せよ。 
I-1-6 単一粒子の沈降に関する理論を示し,それが粒子群となった場合の沈降特性について,空

間率との関係を踏まえて記述せよ。 
 
I-2 次の 2 設問のうち 1 設問を選んで解答せよ、(答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,3 枚以

内にまとめよ。) 
I-2-1 湖沼・貯水池を水源とする水道において,浄水施設を整備するに当たって考慮すべき事項

を挙げ,その理由と対応策を記述せよ。また,急速ろ過システムを採用する場合に付加すべ

き装置・設備をフローシートに図示せよ。次に,想定される原水の水質異常に際して必要

とされる水質管理上の留意点及び対策を記述せよ。 
I-2-2 飲食店,スーパーマーケットが 1 階にあるマンションの生活排水を処理するに当たって,

設計上の検討項目を挙げ,水質,水量の原単位及び負荷量を算出する方法を記述せよ。特に,
來雑物や油脂類を多く含むことを考慮し,あなたが最適と考えるフローシートを提案せよ。

次に,提案された施設に対し水質規制が強化され,BOD を 10mg/L 以下にする必要性が生

じたことを想定し,既存施設を改造しないで水質を向上させる方法及び新たな付加装置を

設置して改造する方法を提案し,それぞれについての水質管理上の留意点を記述せよ。 
 
 
選択科目【11-3】廃棄物管理 

 

I 次の 2 問題(lI-1,I-2)について解答せよ、 
I-1 次の 6 設問のうち 3 設問を選んで解答せよ、(設問ごとに答案用紙を替えて解答設問番号を明

記し,それぞれ 1 枚以内にまとめよ。) 
I-1-1 汚泥再生処理センターにおいて,堆肥化設備を適用する場合,検討すべき事項とその対応

策について述べよ。 
I-1-2 し尿処理施設において,浄化槽汚泥の混入割合が上昇した場合,処理機能への影響につい

て考えられる項目を挙げ,それらの解決策について述べよ。 
I-1-3 ごみを溶融スラグまで処理する方式として①ストーカー灰溶融炉方式とガス化溶融一炉

方式が挙げられるが,両者の特徴を挙げ,それらを比較せよ。 
I-1-4 熱回収（焼却）施設における熱利用率を高める方策としてボーラー化が挙げられるが,ボ

イラーの高温高圧化ついて説明せよ。 
I-1-5 不法投棄に関する統計資料を下図に示した、この図を見て,我が国における不法投棄の現

状を述べ,さらに,今後取り組まなければならない方策とその内容を説明せよ。 
I-1-6 我が国は,京都議定書の義務を履行するために 2006 年 3 月にバイオマス・ニッポン総合



戦略」が閣議決定された。ここにいう「バイオマス」の内容を説明し,戦略の骨格を説明

せよ。 
 
I-2 次の 3 設問のうち 1 設問を選んで解答せよ、(答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,3 枚以

内にまとめよ。) 
I-2-1 既設し尿処理施設を延命化しようとするとき,あなたが必要と考える検討課題とその内容

を述べよ。 
I-2-2 循環型辛上会形成のために.熱回収（焼却）施設サーマルリサイクルについて,①ごみ収集

と②施設自体の課題を挙げて,その対応策についてあなたの考えを述べよ。 
I-2-3 開発途上国の経済発展に伴い,我が国で発生する廃棄物の処理・処分のフローが大きく変

わりつつある､すなわちＥ－ＷＡＳＴＥという現象である。このＥ－ＷＡＳＴＥの現状と

問題点を掲げ,その解決策を述べよ。 
 
 
選択科目【11-4】空気調和 

 

I 次の 2 問題(I-1,I-2)について解答せよ、 
I-1 次の 5 設問のうち 3 設問を選んで解答せよ。(設問ごとに答案用紙を替えて解答設問番号を明

記し,それぞれ 1 枚以内にまとめよ。) 
I-1-1 厚さ(d1)15cm のコンクリートに,厚さ(d2)5cm の断熱材を貼った外壁がある。 

(1)コンクリートの熱伝導率(λ1)を 1.4Ｗ/ｍＫ,断熱材の熱伝導率(λ2)を 0.04Ｗ/ｍＫ,外気側熱

伝達率(α3)を 23W/㎡ K,室内側熱伝達率(α4)を 8W/㎡ K とした場合の外壁の熱貫流率(熱
通過率)(U)を求めよ。(計算式を示し,計算過程を記述すること。) 

(2)さらに,室温(ti)20℃,外気温度(to)0℃であるとすると,二の外壁 1 ㎡当りの貫流熱量(通過熱

量)(Q)を求めよ。 
(3)また,この外壁の定常状態における室内側表面温度(ts)を求めよ。（計算式を示し､計算過程

を記述すること） 
計算過程を記述する二と、) 

I-1-2 建設分野起源の環境負荷削減に大きな影響を持つ「建物及び設備の長寿命化対応策」に

関して,次の 3 項目について,技術士の立場から簡潔に述べよ。 
(1)設備機器・材料の長一寿命化 
(2)建築計両上の配慮による設備の長寿命化 
(3)スケルトン&インフィル 

I-1-3 個別分散空調システム,いわゆるEHP,GHPとよばれる空気熱源ヒートポンプ式パッケー

ジ型空調機システムの設計及び'施工上の留意すべき点について,3項目以上を挙げ,その対

応策を具体的に述べよ。 
I-1-4 昭和 60 年(1985 年)に竣工した鉄骨造 16 階建ての事務所ビルのリニューアル工事におい

て,テナント事務室の天井内冷温水配管の更新を各階ごとに順次行うこととなった、テナ

ントの業務に支障を及ぼさずに工事を行うことになっており,室内で作業を行えるのは平



日の夜問(21:00～翌朝 8:00)と土曜日,日曜日,休日のみである。 
施工上の留意事項を 5 項目以上挙げ,その対応策を具体的に述べよ。 

 

 
 



 
(1)条件に示した建物のエネルギー使用データを分析・想定し,当該エネルギー多使用ビルの空

気調和設備の「現況に関する問題点」と,その「原囚と予想される不具合(フォールト)」を,
各々7 項目以上挙げて簡潔に述べよ。 

(2)上記で整理した 7 項目以上の不具合への具体的対応策を検討し,「運用改善」・「軽微な改

修」・「大規棋改修」の 3 種類に分類したうえ,概略の改修コストと肖 1」減エネルギーコス

トから投資対効果(単純回収年数)を大まかに推定して,対応策別の改修判断(◎直ちに実施す

べき,○予算を考慮しながら数年の内に実施すべき,△寿命到来の折,劣化改修と同時に実施

すべき)に分類せよ。 
(3)(2)で検討した 7種類以上の具体的対応策に対して,これらの改修計画を立案し,今後 10年間

にわたる改修計画スケジュール表を作成せよ。(年を横軸にとり,対応策ごとに改修実施年が

わかるように○印等で明示すること。) 
また,同時に中長期投資計画を立案し,１年毎の大まかな投資額(「○○万円､など」を提示

せよ。 
 

I-2-2 都市の市街地に建設される災害拠点病院の基本設計に,空気調和設備の担当者として参画

することとなった、建築言十画として次頁の図に示すような構想が提出された.建物の規

模は,建築面積 4,608 ㎡,延べ床面積 34,336 ㎡,ベッド数 580 床で,地下 1 階,地上 12 階建て

である。 



建築主からは,省エネルギー及び入院患者の快適性の向上を図った空調方式が求められている。

技術士としての立場から,次の(1)～(5)の問いに答えよ。ただし,条件は下記の①～⑤とす

る。 
(1)二の建物の空気調和設備を計画するうえで考慮すべき事項,及び建築計画に対する要望事

項を記述せよ。 
(2)熱源計画を行い,選定理由と言十画の要点及び概略系統図を示し,主要熱源機器の容量と台

数も示せ。また,電気設備や給排水衛生設備など他設備計画に対する要求事項を記述せよ。 
(3)一般病棟の 4 床室の空調方式を提案し,概略系統図を示せ。 
(4)空気調和設備の概略工事費を示せ。また、工事項目別の比率も示せ。 
(5)空気調和設備の年間一次エネルギー消費量を示せ。 

条件 1 
①建設地は東京又は受験地とする。答案に建設地を明記すること。 
②建物は基礎免震とする。 
③熱源設備は中央式とする。 
④洗濯・リネン等の蒸気及び給湯は別熱源とする。 
⑤上記以外の必要な条件は各自が設定し,設定した条件を明示すること。 



 
 

I-2-3 従来に比べてはるかに高負荷密度となるブレードサーバを収納するデータセンターを建

設する計画がある。技術士の立場から,この施設において空気調和設備を計画する際に,次
の(1)～(6)の問いに答えよ。ただし,条件は下記の①～④とする。 

(1)本施設の建築計画への助言をするに当たって,BCP(事業継続計画)を含め,考慮しなければ

ならない事項について記述せよ。 
(2)本施設の空気調和設備について,その計画上の配慮すべき要点を述べよ。 
(3)熱源計画の要点を述べて,主要機器の概略容量と台数を示せ。 



(4)二次側空調システムの概要を示し,留意点を述べよ。 
(5)空気調和設備の工事項目別の概略工事費と年間空調エネルギー消費量(一次エネルギー換

算値)について,サーバ負荷密度の根拠をつけて示せ。 
(6)省エネルギーの点で特に有効と考えられる手法を 3 つ以上挙げ,その理由を示せ。 

条件 
①建設地は受験地とする。 
②建築概要 
延面積 110,000 ㎡,サーバ室:5,000 ㎡,サービス諸室:1,000 ㎡ 
地上 4 階 SRC 造免震構造,階高 5m,サーバ室は無窓とする。 

③熱源は中央式熱源とする。 
④上記以外の必要な条件は各自が設定し,設定した条件及びその理由を明示すること。 

 
 
選択科目【11-5】建築環境 

 

I 次の 2 問題(I-1,I-2)について解答せよ。 
I-1 次の 5 設問(I-1-1～I-1-5)のうち 3 設問を選んで解答せよ。1 設問ごとに答案用紙を替えて解

答設問番号を明記し,それぞれ 1 枚以内にまとめよ。1 
I-1-1 簡易専用水道が設置されている 3 階以上の建物について,次の問いに解答せよ。 

(1)設置者が行うべき簡易専用水道の管理について述べよ。 
(2)貯水槽(給水タンク)の汚染防止を設置位置の点から述べよ。 
(3)給水設備の逆流防止の方法について述べよ。 

I-1-2 給湯設備の計画に関する次の問いに答えよ。 
(1)給湯設備の衛生性と安全性の確保について述べよ。 
(2)給湯設備における省エネルギーについて述べよ。 
(3)給湯用配管材を 5 種挙げ,それぞれの物理的特性,施工方法,コスト,使用にあたっての留意事

項,耐用年数などについて述べよ。 
I-1-3 超節水型衛生器具の有効性と今後の普及に伴う課題を建築設備及び下水道管路の観点か

ら述べよ。 
I-1-4 建物内循環による雑用水道の設置計画に関して次の問いに答えよ。 

(1)雑用水の用途と水質基準について述べよ。 
(2)処理システム決定のための条件と標準的な処理フローを述べよ。 
(3)維持管理をどのようにすべきか述べよ。 

I-1-5 グラスウール内貼りによる機械室内の騒音低減対策について,次の問いに答えよ。 
(1)吸音材料と遮音材料の違いについて述べよ。 
(2)グラスウールの吸音メカニズムについて述べよ。 
(3)グラスウールの仕様(厚さ,表面仕上げなど)が吸音特性に及ぼす影響について述べよ。 
(4)騒音低減効果の予測方法について述べよ。 

 



I-2 次の 2 設問(I-2-1,I-2-2)のうち 1 設問を選んで解答せよ。(答案用紙を替えて解答設問番号を

明記し,3 枚以内にまとめよ。) 
I-2-1 市街地に建設される貸事務所を主体とした事務所ビルの計画に関して,発注者からは以下

の項日が要望されている。 
①経済性 
②省資源・省エネルギー 
③維持管理の容易性 
④将来のフレキシビリティー 

(1)～(3)の問いに対して上記の要望にこたえる計画を作成せよ。 
(1)給水設備について 2 つのシステムを比較して 1 システムを提案せよ。システムの比較では

計画概要・主要機器概略容量(算出根拠を含む)を記述し,系統を図示すること。 
(2)排水設備の計画を立て,計画概要及びシステムの採用理由を述べよ。計画には雨水の再利用

を含むこと,また,汚水排水管材料を 2 種類比較し 1 材料を提案せよ。 
(3)衛生器具設備について,発注者要望に沿った計画概要を述べよ。 
それぞれの設備計画の比較には建築(意匠)計画の要素を含んでよい。 
下記に建築の条件を示すが,それ以外の条件は各自適切に設定してよい。 

 
I-2-2 高架の高速道路に面した集合住宅の建設計画における窓サッシの遮音設計を行う場合に

ついて,(1),(2)の問いに答えよ。 
(1)屋外騒音の調査からサッシの必要遮音性能を決定するまでのフローを示し,各フエーズに

おける対応策と留意点を具体的に述べよ。 



(2)屋外騒音の音圧レベルが表 I-2-2 の値であるときの窓サッシに必要な遮音等級を求めよ。 
ただし,受音室内の吸音特性や窓面積などの設定した計算条件は,明記すること。 

 
 


